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 ８月 28 日令和２年第１回「愛知県地域医療構想推進委員会」が名古屋市内のホテルで開催され、県内

各構想区域の委員会の委員長ら 42 名が参加し、「地域医療構想の推進に向けた公立・公的病院の役割の

再検証について」を議題に、名指しされた９病院の「再検証」検討状況が報告されて確認されました。 

 ９病院ともに、すでに明らかにされている 2017 年病床機能報告の病床機能から、現在までに変更、も

しくは今後の方向性として 2025 年に向けての計画が報告されて、目新しい計画発表はありませんでし

た！ 愛知県全体では、地域医療構想による 2025 年必要病床数に対し、総数では病床が足りない状況で

あることと、病床機能区分では、回復期が大幅に不足し、高度急性期・急性期が大幅過剰と言う現状にあ

り、今後の課題は、病床機能の適正化圧力が強まるものと予測されます。よって、名指し９病院だけの問

題ではなく、各構想区域において、全ての病院の病床機能の計画・推移を注視して行く必要があります！ 
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